
臨床実習指導者の実習時の
医療安全に向けた指導の実際

群馬大学医学部附属病院
南病棟8階 副看護師長 山崎敦子



群馬大学医学部附属病院 使命・役割・機能

1.教育（将来の医療を担う医療人の教育・養成）

・県内6大学看護実習生

・CNS実習生

・特定行為研修

2.研究

3.診療



群馬大学医学部附属病院看護部

【看護部の理念】

チーム医療の中で役割を発揮し、地域に信頼される看護を提供
する

＜看護部の基本方針＞

1.患者に安心と信頼を与える看護を提供する。

2.看護の専門性を追求し高度な看護を提供する。

3.チーム医療の推進役としての責務を果たす。

4.看護教育や臨床研究の実践の場として地域での役割を果たす。



看護部組織図



キャリア開発支援の体制図



臨床実習担当者

院内の実習担当者研修もしくは、院外の看護学実習指導者
養成講習会を受講したスタッフが担当する。

各部署３～5人程度在籍している。 ＋教育担当副師長

南病棟8階の場合

実習指導者は受け持ちやフリー業務は行わず、

学生専属で指導業務を行う。



看護実習生への事前オリエンテーション

・看護部長

・教育実習調整担当師長、看護師

・医療安全担当師長、副師長

「実習を安全に行うために」

1.実習における安全管理について

2.安全を守るコミュニケーション

3.エラー発生時

4.情報管理



続きをご覧になりたい方は、
以下ＱＲコードから会員登録をお願いします

https://psec.med.gunma-u.ac.jp/members/sign-up/


